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事業概要

事業目的

(1)検討会の開催・運営
(2)各地域と淀川⾈運をつなぐ観光資源・テーマ・ストーリーの収集・整理及び活⽤⽅法の検討
(3)定番(売れ筋)となり得る船内コンテンツの検討
(4)観光モデルコースの検討
(5)モニターツアーの実施
(6)鉄道駅・観光資源・船着場をつなぐ多様な移動⼿段と⼈流データ取得・分析⽅法の検討
(7)販売促進ツール、販売⼿法・体制整備、ツアー内容向上に向けた資料の共有についての検討

鉄道駅・観光資源・船着場をつなぐ多様な移動手段と人流データ取得・分析方法の検討

令和6年度事業は、中下流域は推進体制の強化等が必要なものの商品化の⽅向性が⾒えてきたため、上流域(枚⽅
以北)に重点を置いて、沿川のＤＭＯ・観光協会等、⾈運事業者その他の企業、関係者が一体となって⾈運を活⽤した
モニターツアーの実施、ツアー商品の販売促進等に向けた具体的な検討等を⾏い、各地域の主体的な取組による「淀川
⾈運を活⽤した賑わいづくり」が定着することを目指す。

モニターツアーの実施

淀川上流域と舟運をつなぐテーマ・ストーリー

①「日本の文化と食を育んだ地域の歴史と自然を体験する」
・茶道、酒、和⾷、歴史、⾃然、⽇本⼈の精神にふれる旅。
・⽇本の文化と⾷を代表する場所を訪れ、それを育てた地域の歴史と⾃然、その奥にある⽇本⼈の精神性を体験する旅。
②「『淀川舟運』の歴史にふれる旅」
・中世から江⼾時代に、皇族や貴族、文化⼈、庶⺠などの乗客の利⽤や物流に活⽤された淀川⾈運や船宿の歴史にふれる旅。
・神社への参拝、船宿での休憩など、沿川での当時の活動を体験するプログラム等と組み合わせることで、⽴体的なプログラム化。
③「淀川水系の自然を楽しむ旅」
・宇治川、⽊津川、桂川の三川合流から淀川へつながる地域で、河川や沿川の「風景」「⾃然」を体験する旅。
④「淀川水系の恵みに感謝する旅」
・SDGs視点で、淀川水系のもたらす恵み、沿川の⼈々の活動やそれを支えるインフラ等について学ぶ旅。

定番（売れ筋）となり得る船内コンテンツ

❶茶会クルーズ（１時間、２時間）
・⽇本文化である茶道を取り⼊れたクルーズ。船内または発着・寄港地での茶会を取り⼊れたクルーズ。沿川には宇治もある。
➋ほろよいクルーズ（１時間）
・⽇本を代表する酒どころ伏⾒のある上流域の特徴をいかしたクルーズ。江⼾時代には酒も淀川⾈運で運ばれていた。
❸淀川上流カルチャークルーズ（１時間、２時間）
・淀川を船で旅した芸術作品を船に乗りながら、専門家の解説を聞くカルチャー教室スタイルのクルーズや江⼾期の淀川の河川図等を専
門家と一緒に読み解きながら楽しむクルーズなど、沿川と淀川⾈運のカルチャーを楽しむクルーズ。
❹伝統芸能体験クルーズ（１時間、２時間）
・⽇本の伝統芸能（三味線、和太⿎、⺠謡など）を体験しながら、沿川風景を楽しむクルーズ。
❺YODOGAWA JAZZクルーズ（１時間、２時間）
・JAZZや軽⾳楽の⽣演奏と共に、沿川の風景を楽しむクルーズ。上流域に醸造所や⼯場のあるウィスキー（⼭崎）やビールとのカップリン
グ演出も楽しい。
❻淀川上流の自然体験クルーズ（１時間、２時間）
・淀川で活動する「淀川河川レンジャー」のガイドにより、淀川水系の⾃然や動植物等の解説を聞きながら、川の恵みに感謝するクルーズ。

観光モデルコース

■伏⾒、背割堤、枚⽅の上流域の３つの船着場発着のクルーズ＋沿川観光を⼊れたモデルコースを設定（15コース）
（例）伏⾒船着場発の「伏⾒の酒と淀川⾈運の歴史を訪ねて 伏⾒〜枚⽅へ」

■沿川の⼆次交通となる移動⼿段についての現状調査を⾏い、各船着場毎に検討の結果、伏⾒、背割堤、枚⽅の各船
着場とも、鉄道最寄り駅〜船着き場間のアクセスは徒歩圏内であり、アクセス上の課題はないが、各船着場〜主要観光資
源へのアクセスでは、一部アクセスについて課題があることがわかった。
■動態（⼈流）の収集分析⽅法については、様々な⼈流データ収集⽅法についての調査等を⾏った。

販売促進ツール、販売手法・体制整備、ツアー内容向上に向けた資料の共有についての検討

■モニターツアーで実施したクルーズや体験をベースにした、販売促進ツール、タリフ案の作成
■今後のツアー内容向上に向けた磨き上げとして、「淀川両岸一覧」を活⽤した⽅策
■事業終了後も継続的に情報交換できるよう、上流域内の船着場を持つ⾃治体や観光関係者、⾈運事業者、河川関
係者等、地元を中心として共同活動を継続的に実施できる推進体制が必要であり、国は地域に伴走し、各取組を支援す
ることを通じ、「⾈運」の定着、地域での⾃走を下支えすべきとの結論。


